
ＮＶＤＡ日本語版 ＷＥＢブラウザ操作リファレンス 

 

ＮＶＤＡ日本語版はオープンソースの無料スクリーンリーダーです。（最新版のＮＶＤＡ日本語版は、http://i.nvda.jp/ 

から入手が可能です。） 

このリファレンスでは、ＷＥＢコンテンツなどを閲覧する時に知っておくとよいＮＶＤＡ日本語版のキーボード操作をま

とめています。 

 

 ■ＮＶＤＡキーについて 

ＮＶＤＡを制御するキーとして“ＮＶＤＡキー”と呼ばれるものがあります。 

ＮＶＤＡキーとその他のキーの組み合わせでＮＶＤＡの色々な操作をします。（例：ＮＶＤＡキーを押したまま

でＴキーを押すことによってウィンドウタイトルの読み上げを行います。） 

通常はＩｎｓｅｒｔキーを“ＮＶＤＡキー”として使用していますが、無変換キーを“ＮＶＤＡキー”にするこ

とも可能です。（設定は後述します。） 

キーコマンドの説明やキーボードショートカット一覧でＮＶＤＡキーを［ＮＶＤＡ］と表記することが多くあり

ます。 

 ※注意 

以後の説明ではプラス記号（＋）を使っていますので、スクリーンリーダーの設定で記号読み上げを無効（オフ）

にされている方は、有効（オン）に切り替えたほうが内容を理解しやすいのではないかと思われます。 

使用するキーと一緒に記述するプラス記号は『押したままで』ということを意味しております。 

 

 ■ＮＶＤＡの起動と終了 

(1) ＮＶＤＡの起動について説明します。 

デフォルトでは Ｃｔｒｌキー＋Ａｌｔキー＋Ｎキー を押すとＮＶＤＡが起動し、ピロロローンという軽快な

音と共に「ようこそＮＶＤＡへ」というダイアログボックスが開きます。 

そこでＥｎｔｅｒキーを押すとダイアログボックスが閉じます。 

尚、ＣｔｒｌキーとＡｌｔキーとＮキーの組み合わせは、他のスクリーンリーダーのキーボードショートカット

とバッティングしている場合があり、ＮＶＤＡを起動する為のキーボードショートカットをべつのキーの組み合

わせに変更することができます。 

(2) ＮＶＤＡの終了について説明します。 

ＮＶＤＡキー＋Ｑキー を押すと「ＮＶＤＡの終了」といったメッセージボックスが開きます。 

本当にＮＶＤＡを終了しますか？と尋ねてきますので［はい］ボタンを押します。 

 

 ■基本的な設定 

(1) ＮＶＤＡのメニューの起動について 

ＮＶＤＡキー＋Ｎキー を押すと“ＮＶＤＡメニュー”が開きます。 

その後、下矢印キー又は上矢印キーでメニュー項目を辿り、目的の項目を選んでＥｎｔｅｒキーを押すこと

で、サブメニューへの移動、各種設定、ツールの起動、ヘルプなどを利用することができます。 

(2) ＮＶＤＡキーをべつのキーに変える方法について 

キー配列の関係でＩｎｓｅｒｔキーは押しにくい…という方は、ＮＶＤＡキーとして使うキーをべつのキー

に変更することができます。 

操作の手順は 

 1.ＮＶＤＡキー＋Ｎキー を押してＮＶＤＡメニューを出す。 

 2.下矢印キーで「設定」を選び、Ｅｎｔｅｒキーを押す。 

  設定メニューのサブメニューに入ります。 

 3.下矢印キーで「キーボード設定」を選んで、Ｅｎｔｅｒキーを押す。 

  キーボード設定のダイアログボックスが開きます。 

 4.Ｔａｂキーで「拡張 Insert キーを NVDA キーとして使用する」の項目まで移動する。 

 5.スペースキーを押して、チェックを外します。 

 6.Ｔａｂキーで［ＯＫ］ボタンまで移動して、Ｅｎｔｅｒキーを押します。 

注意点として、ＣａｐｓＬｏｃｋキーは“ＮＶＤＡキー”として利用することができないことを覚えておき

ましょう。 

設定画面を見るとＣａｐｓＬｏｃｋキーもＮＶＤＡキーに設定できそうですが、実際のところ、日本語キー



ボードでＣａｐｓＬｏｃｋキーを“ＮＶＤＡキー”として機能させることがシステム上できないことになっ

ています。 

 

(3) 音声・音量・音程、速さの設定について 

現在の音声や音程では聞きづらい、音量が大きかったり小さかったりする、読み上げのスピードが速かった

り遅かったりするなどの場合には、自分が聞きやすくなるようこれを調節することができます。 

操作の手順は 

 1.Ｃｔｒｌキー＋ＮＶＤＡキー＋左矢印キー を押して、変更したいアイテム（音声、音量、高さ、速さ

など）を選びます。  

 2.Ｃｔｒｌキー＋ＮＶＤＡキー＋下矢印キー又は上矢印キー を押して、選択したアイテムの値を設定し

ます。 

 

 ■ＷＥＢコンテンツ閲覧時に利用するキーコマンド 

(1) ＮＶＤＡの読み上げを停止するには 

Ｃｔｒｌキー１回押します。 

読み上げが停止します。 

(2) 現在位置とその近辺の読み上げについて 

ＮＶＤＡキー＋下矢印キー を押す。 

現在位置から先を読み上げます。 

ＮＶＤＡキー＋上矢印キー を押す。 

現在の行の文字を読み上げます。 

下矢印キー及び上矢印キー を押す。 

次の行／前の行を読み上げます。  

右矢印キー又は左矢印キー を押す。 

現在位置の隣の文字を１つずつ読み上げます。 

(3) ウィンドウタイトルの読み上げについて 

ＮＶＤＡキー＋Ｔキー を押す。 

操作中のＷＥＢコンテンツのタイトル（ブラウザのタイトルバーに表示）を読み上げます。 

(4) フォーカスの読み上げについて 

Ｔａｂキーを押す。 

操作中のＷＥＢコンテンツに含まれているリンクやフォーム部品にフォーカスを当てます。 

通常は上から順番にフォーカスが当たりますが、ＷＥＢコンテンツ制作者がタブ移動順を指定している場合

はそれに従ってフォーカスが当たります。 

Ｓｈｉｆｔキー＋Ｔａｂキー を押すと、リンクやフォーム部品にフォーカスを当てるときの順序を逆転す

ることができます。 

リンクやフォーム部品でＥｎｔｅｒキーを押すとそれを実行します。（クリック相当のアクションです。） 

ＮＶＤＡキー＋Ｔａｂキー を押す。 

リンクやフォーム部品にフォーカスが当たっているときに、その部分の文字列や部品名、その状態など読み

上げます。 

(5) 見出し関連の読み上げについて 

Ｈ キー を押す。 

見出しジャンプします。 

Ｓｈｉｆｔキー＋Ｈキー を押すと、ジャンプする方向が逆になります。 

フルキーの１～６ を押す。 

特定のレベルの見出しにジャンプします。 

例えば、レベル２の見出しにジャンプするには［２］のキーを押します。 

Ｓｈｉｆｔキーと併用することでジャンプする方向が逆になります。  

(6) 開いているページの要素を一覧する方法について 

見出しや段落、リンクなどのことを専門用語で“要素”といいます。 

要素のうち“リンク”や“見出し”を一覧する方法を記します。 



ＮＶＤＡキー＋Ｆ７キー を押すと「要素リスト」というダイアログボックスが開きます。 

初回は「リンク」の一覧が、次からは前回選んだ要素に含まれているものが一覧として出てきます。 

下矢印キー又は上矢印キーを使ってツリービューの中から目的の項目を選択し、Ｅｎｔｅｒキーを押すと、

見出しであればその部分にジャンプしたりリンクであればそのリンク先のページにジャンプしたりといっ

た動きをします。 

要素の種別「リンク」「見出し」を選ぶときは、Ｓｈｉｆｔキー＋Ｔａｂキーで種別のラジオボタンに移り、

左矢印キー又は右矢印キーで任意のものを選びます。 

(7) フォーム関連の移動と読み上げについて 

Ｆ キー を押す。 

次のフォームの部品（テキストフィールド、チェックボックス、ラジオボタン、コンボボックスなど）にジ

ャンプします。 

Ｓｈｉｆｔキーと併用することでジャンプする方向が逆になります。 

Ｅ キー を押す。 

次のエディットボックス類にジャンプします。 

Ｓｈｉｆｔキーと併用することでジャンプする方向が逆になります。 

 ※注意 

エディットボックスに文字を入力する場合には、ブラウズモードからフォーカスモードに切り替え

る必要があります。 

ブラウズモードとフォーカスモードについては後述します。 

Ｂ キー を押す。 

次のボタン類にジャンプします。 

Ｓｈｉｆｔキーと併用することでジャンプする方向が逆になります。 

Ｃ キー を押す。 

次のコンボボックス類にジャンプします。 

Ｓｈｉｆｔキーと併用することでジャンプする方向が逆になります。 

Ｒ キー を押す。 

次のラジオボタンにジャンプします。 

Ｓｈｉｆｔキーと併用することでジャンプする方向が逆になります。 

Ｘ キー を押す。 

次のチェックボックスにジャンプします。 

Ｓｈｉｆｔキーと併用することでジャンプする方向が逆になります。 

(8) リスト（箇条書き）関連の読み上げについて 

Ｌ キー を押す。 

次のリスト（箇条書き・順序型リスト・定義型リスト） にジャンプします。 

Ｓｈｉｆｔキーと併用することでジャンプする方向が逆になります。 

Ｉ キー を押す。 

リスト内にある、個別のリスト項目にジャンプします。 

Ｓｈｉｆｔキーと併用することでジャンプする方向が逆になります。 

(9) リンク関連の読み上げについて 

Ｋ キー を押す。 

次のリンクまでジャンプします。 

Ｓｈｉｆｔキーと併用することでジャンプする方向が逆になります。 

Ｕ キー を押す。 

未訪問リンク（まだアクセスしていないリンク）にジャンプします。 

Ｓｈｉｆｔキーと併用することでジャンプする方向が逆になります。 

Ｖ キー を押す。 

訪問済みリンク（一度はアクセスしたことのあるリンク）にジャンプします。 



Ｓｈｉｆｔキーと併用することでジャンプする方向が逆になります。 

(a) そのほかの読み上げや操作について 

Ｔ キー を押す。 

次のテーブル（表）の部分にジャンプします。 

ジャンプ後に下矢印キーを押すと、表の中のセルに移動します。 

表の中で Ｃｔｒｌキー＋Ａｌｔキー＋矢印キー（上・下・左・右のキー） を押すと、読み上げるセルを

任意で移動することができます。 

Ｇ キー を押す。 

画像にジャンプします。 

画像の代替テキスト（ａｌｔ属性の記述）を読み上げます。 

Ｓｈｉｆｔキーと併用することでジャンプする方向が逆になります。 

Ｑ キー を押す。 

引用部分にジャンプします。 

Ｓｈｉｆｔキーと併用することでジャンプする方向が逆になります。 

ＷＥＢコンテンツを作るにあたって他の文献から何か文章を引用するときには、一般的にその部分で“引用

を示すタグ”というものが使用されますが、実はそのタグが、左右のインデントを取るなどの目的で、不正

に使われていることも多くあります。 

従って、Ｑキーを押してジャンプしたからといって、ジャンプ先が必ずしも引用部分ではない、ということ

に留意しておきましょう！ 

Ｏ キー を押す。 

埋め込みオブジェクトにジャンプします。 

ジャンプ後に、Ｅｎｔｅｒキーを押すと、そのオブジェクトに入ります。 

又 Ｃｔｒｌキー＋ＮＶＤＡキー＋スペースキー を押すと、オブジェクトから抜け出して、埋め込みオブ

ジェクトに入る前の状態に戻ります。 

Ｃｔｒｌキー＋Ｈｏｍｅキー。 

閲覧中のページの先頭にジャンプします。 

Ｃｔｒｌキー＋ Ｅｎｄキー。 

閲覧中のページの末尾にジャンプします。 

 

 ■ブラウズモードとフォーカスモード 

ＮＶＤＡには“ブラウズモード”と“フォーカスモード”の２つのモードがあります。 

ウェブサイトを閲覧する場合、通常は自動的にブラウズモードになることから、モードの違いについて意識する

必要は特にありません。 

但し、注意が必要となるのがフォームのエディットボックスにフォーカスが当たっているときです。 

例えば「りか」と入力しようとしてＲキーを押すと、文字が入力されるのではなく、次のラジオボタンへジャン

プしてしまうことがありますが、実はこれが“ブラウズモード”による挙動です。 

一方の“フォーカスモード”であれば、エディットボックスにフォーカスが当たっている場合であってもフォー

カスはよそへ行かずに、そのまま文字が入力されます。 

このような仕様の為、エディットボックスを操作するときには手動でフォーカスモードに切り替えなくてはいけ

ないことなどよくあります。 

具体的に事例を示すと、下矢印キーや上矢印キー、ＦキーやＥキーを利用してエディットボックスにフォーカス

を移した場合は“ブラウズモード”のままの状態になりますので、フォーカスモードへの切り替えの操作が必要

です。 

逆に、フォーカスを移すときにＴａｂだけキーを利用した場合には自動的に“フォーカスモード”に切り替わる

ことから、切り替え操作は不要です。 

ブラウズモードとフォーカスモードとの切り替えは、ＮＶＤＡキー＋スペースキーを押すことによって行います。 

ＮＶＤＡキー＋スペースキーを押して、もしも「カシャッ」という音がしたらフォーカスモードに、もしも「プ

ッ」という音がしたらブラウズモードに切り替わったということを表しています。 

 


